
私たち民生委員は『誰もが安Jせして生活できる地域づくり』のために日々活動しています

募 集 中

石嶺 I丁 目
I.3-43、
62,64.66.74.
78^ψ 92

金城 弘勇
大箸 3丁 目
大名市営住宅

大名 3丁 目
大名市営住宅

下本夕F具理子
大烙 2丁 目
平良町 1・ 2丁 目

喜納 ひろみ
石嶺 I丁 目
3丁 目

募 集 中

久場川町 I丁 目

72-88、  I13-5、

lII-122

久場川町 2丁 目
1～ 15、  60-61

募集中
赤平町 I丁 目
2丁 目

西浜 絹子
大名 2丁 目
3丁 目

募集中
平良町 1・ 2丁 目
久場川町 I丁 目
石嶺町 I丁 目

宮平 良彦
久場川町 2丁 目

募集中
赤平町 2丁目

大浜 和子
大名 I丁 目

宮城 修
平皮町 1。 2丁 目
大名町 3丁 目
末吉町 1丁 目

花城 幸江
久場川町 I丁 目

宇栄原 奈患子
儀保町 2・ 4丁 目

比嘉 文子
大名 I丁 目

大浜 安 史
石嶺町 3丁 目
大名町 3丁 目
平良町 1丁 目

募集中
石嶺 I丁 目
46´Ψ61
i34-148.160

募集中
儀保町 I～ 4丁 目

金城 洋子
石嶺 I丁 目

平 良 直 人

久場川町 2丁 目
久場川市営住宅

中村 由美子
主任児童委員
大名小学校

阿波連 愛香
久場川町 2丁 目
1久場川市営住宅

募集中
―主任児童委員
城北小学校
1 城光中学校

主任児童委員 とは
子どもや子育てに関する支援を専門
に担当する民生委員・児童委員です
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Ⅲ見守 り・訪問・戸かけ

い福祉サービスに関する事
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民生委員 。児童委員 募 集 中

く輩

編
集
後
記

通
り
に
面
し
た
家
々
の

木
に
黄
色
い
イ
ツ
ペ
ー
の
花
が

ラ
ッ
パ
状
に
枝

い
っ
ぱ

い
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
広
報
議
が
お
か
げ

様
で
完
成
致
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
と
共
に
、
健
康
、

無
事
故
で
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の

馬
年
を
闊
歩
し
ま
し
ょ
う
。

首
里
第

一
民
児
協

ル

広
報
部

旦 、ぃ

令和 8年 3月 発行
第 23号

会
長
あ
い
さ
つ

大
浜

安
史

陽
春
の
候
　
日
頃
の
生
活
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
、
皆
様
に
寄
り
添
う

相
談
支
援
活
動
を
推
進
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
首
里
第

一
民
児
協
会
長
の

大
浜
安
史
で
ご
ざ
い
ま
す
、

民
生
委
員
活
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
七
年
十
二
月
に
欠
員
対
策
特
別
委
員
会
が
発
足
。
私
は
、
そ

の
委
員
会
の
委
員
長
を
拝
命
。
那
覇
全
域
の
定
例
自
治
会
長
会

（本
庁
、
市

営
住
宅
、
首
里
、
小
禄
）
に
出
向
き
、
民
生
委
員
児
童
委
員
公
募
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
民
児
連
公
用
車
で
の
市
内
全
域

へ
の
広
報
活
動
や

エ
フ
エ
ム
放
送

（
レ
キ
オ
那
覇
）
で
の
生
の
活
動
の
声
を
届
け
な
が
ら
欠
員

対
策
を
致
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
の
充
足
率
は
、
７
１
％
　
那
覇
市
の
充
足
率
は
、
７
０
％
に
と
ど

ま

っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
は
、
地
域
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
見
守
り
や
子
供
達
が
、
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
朝
の
立
哨

な
ど
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
修
活
動
で
は
、
防
災
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に

「赤
十
字
防
災

体
験
ツ
ア
ー
」

へ
の
参
加
、
恩
納
村
に
あ
る
　
旧
米
軍

「核
ミ
サ
イ
ル
メ
ー

ス
Ｂ
基
地
」
の
視
察
、
街
頭
募
金
活
動
と
し
て

（赤
い
羽
根
、
歳
末
助
け
合

い
募
金
、
皆
様
か
ら
の
市
民
相
談
を
受
け
付
け
関
係
機
関

（行
政
、
社
協
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
）
と
の
連
携
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
、
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
る
の
が
私
達
民

生
委
員

・
児
童
委
員
で
す
。

最
後
に
、
お
願
い
と
な
り
ま
す
が
、
首
里
第

一
民
児
協
は
現
在
地
区
担
当

が
７
名
の
欠
員
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
を
よ
り
住
み
や
す
い
街
に
す
る
た
め
に
、　
一
緒
に
取
り
組
む
仲
間
を

募

っ
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

那
覇
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
　
ａ
Ｏ
九
八
‥
八
五
人
‐
五

一
六
六

全国民生委員児童委員大会
(永年勤続 20年 )
感謝状 (退任者 )
厚生労働大臣
那覇市長

玉城 弘子

今
和
７
年
度
　
祝
賀
会

知事表彰
(永年勤続 17年以上)

宮平 良彦

（
督

一一．療

】

風
和
枝

全国民生委員児童委員
民児協役員表彰
(副会長 17年以上)

感謝状 (退任者 )
厚生労働大臣
那覇市長

大村 千代子

山

感謝状

(退任者)

厚生労働大臣

那覇市長

Д
■
田
ゴ
Ч
一井

賞
者
紹
介

守

民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱された「土也域の身近な本日談本目手」

◆お問合せ:刃呂覇市民生委員児童委員連合会 盆098-858-5166
那覇市金城3丁目5番地の4刃呂覇市総合福祉センター2階



屯還

日

◆地域見守り交流事業 高船者宅へ訪関
谷和 8年 9月 祝 100歳を迎えます。

◆◆施設見学

介護老人福祉施設

の まち ０
馬

′
レ

◆児童へのストラップ貝曽呈

:

◆施設見学 沖縄研修道場  国立療養所沖縄愛楽園
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◆防災体験学習

をひ ろ

◆活動パネル展示 沖縄銀行 首里支店

ご協力ありがとうございました。

= =■

◆赤い羽木F<街頭募金活動 那覇メインプレイス

比

嘉

文

子

担

当

大
宅

Ｉ

丁
目

二
十
年
あ
ま
り
民
生
委
員
児
童
委
員
を
続
け
て
来
ら
れ
た
、
玉
城
弘
子
さ
ん
の

声
か
け
で
、
十
二
月

一
日
よ
り
民
生
委
員
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

長
年
住
み
慣
れ
た
地
域

の
担
当
と
言
う
こ
と
で

「良
か

っ
た
」
と
思

っ
た
の
で

す
が
、
地
域

の
事
、
住
ん
で
い
る
人
々
の
事
、
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん

こ
れ
か
ら
は
、
地
域

の
行
事
等
に
参
加
し
、
交
流
を
通
し
て
、
民
生
委
員
と

い
う
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
や

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

惣
― 一ヽ ‐―十‐ ―

有

地
域
の
曽
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新

任

委

員

紹

介

令
和
７
年
８
月
、
大
浜
会
長
か
ら
民
生
委
員
の
お
話
を
い
た
だ
き
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
活
動
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
　
お
よ
び
歳
末
助
け
合
い
募
金

に
参
加
し
ま
し
た
。

道
行
く
方
々
へ
の
声
掛
け
や
呼
び
か
け
に
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、皆
様

の
真
心
の
募
金
を
し
て
下
さ
る
様
子
に
心
が
温
か
く
な
り
元
気
を
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
委
員
と
し
て
２
８
年
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
た
大
村
　
千
代
子
さ

ん
に
同
行
し
、
見
守
り
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

訪
間
先
の
皆
様
が
大
村
さ
ん
に
寄
せ
る
信
頼
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
民
生
委

員
の
存
在
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
、
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一写
墓
全
原
・
六
示
歯
ザ
す

担
当

儀
保
町

二
丁
目
・
四
丁
目

さ
す
曽
で

脚
翠

つ
。

ん
か
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「平 良真地跡」は、首里

大名町にある、かつての馬

場跡です。琉球国王時代に

中央には国王が見物す る

「御桟敷」があり、東端に

は、馬を水浴びさせる「馬

浴びせ小屋」があ りま し

た。琉球興分後は首里城に

置かれ た沖縄神社の例祭

日に奉納競馬が行われ、飾

り立てた馬 200頭余 りが、

守礼門側 の記念運動場か

ら平 良真地 まで行進 し多

くの見物客が訪れたそ う

ですが、大戦で中止 とな り

ました。

平良真地 (て一らま一じ)跡

O事戦 鳴〔,一,ゥマイー〕
しぃり

首
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